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学んでみませんかボランティア 学んでみませんかボランティア 
～3月13日に中央図書館と 
　　　　　ケアセンターで～ 

学んでみませんかボランティア 
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納税・納付は 
納め忘れのない 
便利な口座振替で 

市
立
図
書
館
で
は
、
図
書
館
の

運
営
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
協
力
し

対象者は登録申請を 

考案した道具を使って本を整理したり上、
子どもたちに本の読み聞かせをする左

ボランティアグループ「栞」の皆さん

て
く
れ
る
方
を
対
象
に
「
図
書
館

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
」
を
開

講
し
ま
す
。

こ
の
講
座
は
、「
図
書
館
を
支
援

し
、
人
と
人
と
の
触
れ
合
い
を
楽

し
み
な
が
ら
、
身
近
な
図
書
館
を

育
て
る
こ
と
」
を
目
的
に
し
て
い

ま
す
。

本
が
好
き
な
方
や
図
書
館
運
営

に
協
力
を
し
た
い
方
、
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

▽
日
時
＝
３
月
13
日
�
13
時
30

分
〜
16
時
▽
場
所
＝
中
央
図
書
館

▽
対
象
＝
図
書
館
運
営
に
協
力
意

欲
の
あ
る
市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
方
▽
定
員
＝
40
人
（
先
着
順
）

▽
内
容
＝
①
「
こ
れ
か
ら
の
図
書

館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
あ
り
方
に
つ

い
て
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
鈴
木
小

夜
子
さ
ん
（
前
市
川
市
中
央
図
書

館
長
）
の
講
演
②
流
山
図
書
館
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
「
栞
（
し

お
り
）」
の
活
動
紹
介
▽
参
加
費
＝

無
料
▽
申
し
込
み
＝
電
話
で
森
の

図
書
館
へ

□問
森
の
図
書
館
�
７
１
５
２
―

３
２
０
０

市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
つ
い
て
基
礎

的
な
講
義
や
体
験
を
通
し
て
理
解

し
、
福
祉
に
対
す
る
意
識
と
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
へ
の
参
加
意
欲
を

高
め
て
も
ら
お
う
と
、「
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
講
座
」
を
開
講
し
ま
す
。

▽
日
時
＝
３
月
13
日
�
10
時
〜

15
時
30
分
▽
場
所
＝
ケ
ア
セ
ン
タ

ー
▽
対
象
＝
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

養
成
講
座
を
中
央
図
書
館
で

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座
を

ケ
ア
セ
ン
タ
ー
で

図書館運営にボランティア
として協力している、流山図
書館ボランティアグループ
「栞」。
本の整理や本の読み聞か

せ、施設周辺の草花の手入れ
など6部会に分かれて活動を
しています。ボランティアの
皆さんは、市立図書館の担当
者と緊密な話し合いを重ね、
よりよい図書館運営の活動に
取り組んでいます。

～流山図書館
ボランティア
グループ「栞」～

平
成
十
五
年
市
議
会
第
一
回
定
例
会
が
、

二
月
二
十
七
日
に
開
会
し
ま
し
た
。

当
初
提
案
さ
れ
た
議
案
は
三
十
三
件
。
そ

の
内
訳
は
、
平
成
十
五
年
度
の
一
般
会
計
や

特
別
会
計
な
ど
の
予
算
関
係
十
六
件
の
ほ

か
、
条
例
の
新
規
制
定
や
一
部
改
正
な
ど
十

七
件
で
す
。

市議会
第１回定例会が
2月27日に開会

ボランティアセンターに登録している人形劇
ピッコロ上、古切手などの収集ボランティアの
皆さん下

「私に何かできることはないでしょうか」とボランティアセンターに
は、多くの問い合わせが寄せられています。
センターでは、活動希望者と受け入れ希望者をコーディネートしたり、
ボランティアの養成、活動の紹介・相談、活動の支援などを行っています。
現在、豊富な活動経験を持ったボランティアグループや個人の方が登
録し、さまざまな活動をしています。
何から始めたらいいかと迷っている方は、ボランティアセンターに相
談してみましょう。□問ボランティアセンター�７１５９－４９３９

相談はボランティアセンターへ

乳
幼
児
医
療
費
の
助
成
方
法

が
、
四
月
一
日
か
ら
変
わ
り
ま

す
。新

し
い
制
度
は
「
乳
幼
児
医

療
助
成
受
給
券
」
を
市
が
対
象

と
な
る
方
へ
発
行
し
、
そ
の
受

給
券
と
保
険
証
を
病
院
な
ど
の

窓
口
に
提
示
す
れ
ば
、
一
定
の

金
額
を
支
払
う
だ
け
で
助
成
が

受
け
ら
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
市

に
登
録
申
請
が
必
要
で
す
。
随

時
申
請
を
受
け
付
け
て
い
ま
す

の
で
、
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
。な

お
、
平
成
十
五
年
三
月
末

日
ま
で
に
か
か
っ
た
乳
幼
児
の

医
療
費
は
、
平
成
十
七
年
三
月

末
日
ま
で
に
現
行
の
制
度
で
助

成
の
申
請
が
で
き
ま
す
（
申
請

有
効
期
間
は
、
医
療
費
を
支
払

っ
た
日
の
翌
日
か
ら
二
年
間
）。

詳
細
は
問
い
合
わ
せ
を
。

▽
対
象
／
助
成
範
囲
＝
平
成

15
年
４
月
１
日
に
本
市
に
住
所

を
有
し
、
住
民
登
録
・
外
国
人

登
録
が
あ
り
健
康
保
険
に
加
入

し
て
い
る
小
学
校
就
学
前
の
乳

幼
児
／
①
０
歳
〜
３
歳
未
満

（
通
院
・
入
院
の
医
療
費
）

②
３
歳
以
上
〜
小
学
校
就
学
前

（
継
続
し
て
７
日
以
上
入
院
し

た
場
合
の
医
療
費
）

□問
子
育
て
支
援
課
�
７
１
５

０
―

６
０
８
２

冊子を無料で配布中

基
礎
か
ら
学
ぶ
Ｎ
Ｐ
Ｏ
（
民

間
非
営
利
組
織
）
研
修
講
座
を

開
催
し
ま
す
。

住
み
よ
い
社
会
を
目
指
し
、

活
力
あ
る
市
民
活
動
を
し
て
い

く
た
め
に
、
あ
な
た
も
参
加
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

▽
日
程
＝
３
月
21
日
�
・
22

日
�
（
全
２
回
）
▽
時
間
＝
い

ず
れ
も
13
時
〜
16
時
30
分
▽
場

所
＝
市
役
所
▽
対
象
／
定
員
＝

市
内
在
住
・
在
勤
の
方
／
20
人

程
度
▽
内
容
＝
Ｎ
Ｐ
Ｏ
入
門

「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
っ
て
何
？
」
ほ
か
▽

申
し
込
み
＝
電
話
で
３
月
14
日

ま
で
に
企
画
経
営
課
へ

□問
企
画
経
営
課
�
７
１
５
０

―

６
０
６
４

Ｎ
Ｐ
Ｏ
研
修
講
座
を

3
月
21
・
22
日
に
市
役
所
で
開
催

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
何
か

を
始
め
た
い
」「
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
っ
て
何
だ
ろ
う
」

―
と

思
っ
て
い
る
方
、
ぜ
ひ
、
講

座
に
参
加
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ

ん
か
。
今
回
は
、
市
立
図
書

館
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ

ー
で
開
催
す
る
講
座
を
紹
介

し
ま
す
。

！

に
関
心
の
あ
る
方
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
し
て
い
る
方
な
ど
▽
定

員
＝
30
人
（
先
着
順
）
▽
内
容
／

講
師
＝
「
上
手
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
と
り
方
」
に
つ
い
て
の

講
義
／
中
村
は
る
み
さ
ん
（
カ
ウ

ン
セ
リ
ン
グ
ル
ー
ム
「
ｏ
ｆ
ｆ
ｉ

ｃ
ｅ
ｄ
ｅ
ｐ
ａ
ｕ
ｍ
」
所
長
）

▽
持
ち
物
＝
筆
記
用
具
、
昼
食

▽
参
加
費
＝
無
料
▽
申
し
込
み
＝

電
話
で
市
社
会
福
祉
協
議
会
内
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
へ

□問
市
社
会
福
祉
協
議
会
内
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
�
７
１
５

９
―

４
９
３
９
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母
子
・
父
子
家
庭
お
よ
び
父
母

い
ず
れ
の
監
護
も
受
け
る
こ
と
が

で
き
な
い
児
童
を
監
護
し
て
い
る

養
育
者
を
対
象
に
支
給
す
る
「
入

学
お
よ
び
就
職
祝
金
」
の
申
請
を

受
け
付
け
ま
す
。

祝
金
は
、
こ
と
し
四
月
か
ら

小
・
中
学
校
、
高
等
学
校
（
専
門

学
校
を
含
む
）
に
入
学
す
る
児

童
・
生
徒
ま
た
は
、
こ
と
し
三
月

に
中
学
校
を
卒
業
し
て
四
月
か
ら

就
職
す
る
生
徒
の
い
る
母
子
・
父

子
家
庭
な
ど
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

①
こ
と
し
四
月
に
、
小
・
中
学

校
へ
入
学
す
る
児
童
・
生
徒
…
一

人
に
つ
き
七
千
円

②
こ
と
し
四
月
に
高
等
学
校

（
専
門
学
校
を
含
む
）
へ
入
学
す
る

生
徒
お
よ
び
三
月
に
中
学
校
を
卒

業
し
て
四
月
か
ら
就
職
す
る
生
徒

…
一
人
に
つ
き
八
千
円

※
た
だ
し
、
こ
と
し
三
月
一
日

現
在
、
住
民
基
本
台
帳
ま
た
は
外

国
人
登
録
原
票
に
登
録
さ
れ
、
引

き
続
き
市
内
に
住
む
世
帯
が
対
象

①
流
山
市
母
子
家
庭
等
児
童
入

学
祝
金
等
支
給
申
請
書

②
養
育
者
の
預
金
通
帳
お
よ
び

印
か
ん

③
戸
籍
謄
本
（
児
童
扶
養
手
当

お
よ
び
遺
児
等
手
当
認
定
者
は
除

く
）

④
合
格
（
内
定
）
通
知
書
の
写

し
（
高
等
学
校
な
ど
の
入
学
者
）

⑤
採
用
通
知
書
の
写
し
（
中
学

校
卒
業
後
就
職
者
の
み
）

三
月
三
日
か
ら
十
四
日
（
必
着
）

ま
で
に
、
必
要
書
類
等
を
子
育

て
支
援
課
へ
持
参
ま
た
は
郵
送

※
期
限
後
の
受
け
付
け
は
行
い

ま
せ
ん

□問
子
育
て
支
援
課

�
７
１
５
０
―

６
０
８
２

入

学

就

職

祝
金
を
支
給

母
子
・
父
子
家
庭
な
ど
を
対
象
に

学費の支払いが困難な生徒に
育英資金を支給
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対
象
お
よ
び
支
給
額
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申
請
に
必
要
な
も
の
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申
　
請
　
方
　
法

原付バイクなどの
廃車手続きは3月中に！

忘れていると税金がかかります

原
動
機
付
き
自
転
車
や
小
型
特
殊
自
動

車
（
耕
運
機
や
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
）
な
ど

を
、
①
人
に
譲
っ
た
②
処
分
し
た
③
盗
難

に
遭
っ
た
―
な
ど
の
理
由
で
所
有
し
な
く

な
っ
た
場
合
は
、
名
義
変
更
や
廃
車
の
手

続
き
を
し
な
い
と
、「
軽
自
動
車
税
」
が

い
つ
ま
で
も
課
税
さ
れ
ま
す
。

「
軽
自
動
車
税
」
は
、
四
月
一
日
現
在

に
登
録
さ
れ
て
い
る
所
有
者
に
課
税
さ
れ

ま
す
。
手
続
き
は
三
月
中
に
済
ま
せ
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

流
山
市
ナ
ン
バ
ー
の
廃
車
の
手
続
き
に

は
、
①
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
②
標
識
交
付

証
明
書
③
印
か
ん
が
必
要
で
す
。

【
手
続
き
・
問
い
合
わ
せ
】

▽
流
山
市
ナ
ン
バ
ー
の
バ
イ
ク
な
ど

（
１
２
５
㏄
以
下
の
バ
イ
ク
・
小
型
特
殊

自
動
車
）
＝
市
役
所
市
民
税
課
�
７
１
５

０
―

６
０
７
３
▽
１
２
６
㏄
以
上
の
バ
イ

ク
＝
千
葉
陸
運
支
局
野
田
自
動
車
検
査
登

録
事
務
所
�
７
１
２
１
―

０
１
１
１
▽
軽

４
輪
自
動
車
＝
軽
自
動
車
検
査
協
会
千
葉

事
務
所
野
田
支
所
�
７
１
２
０
―

２
０
２

０

固定資産税の
縦覧制度が改正

ことしの縦覧は
4月1日から30日まで

【
固
定
資
産
税
の
縦
覧
制
度
】

固
定
資
産
税
の
縦
覧
制
度
は
、

固
定
資
産
税
額
の
算
定
の
基
礎
と

な
る
、
毎
年
一
月
一
日
現
在
の
土

地
・
家
屋
の
評
価
額
な
ど
を
、
納

税
者
等
が
確
認
で
き
る
制
度
で
す
。

こ
と
し
は
、
三
年
に
一
回
の
固
定

資
産
の
評
価
替
え
の
年
で
す
。
こ

の
機
会
に
、
資
産
の
評
価
額
な
ど

を
お
確
か
め
く
だ
さ
い
。

な
お
、
地
方
税
法
の
改
正
に
伴

い
、
今
回
か
ら
縦
覧
期
間
が
毎
年

四
月
一
日
か
ら
同
三
十
日
ま
で
と

な
り
ま
す
。
ま
た
、「
土
地
価
格
等

縦
覧
帳
簿
（
土
地
の
所
在
、
地

番
、
地
目
、
地
積
、
評
価
額
を
記

載
）」
お
よ
び
「
家
屋
価
格
等
縦

覧
帳
簿
（
家
屋
の
所
在
、
家
屋
番

号
、
種
類
、
構
造
、
床
面
積
、
評

価
額
を
記
載
）」
が
新
た
に
作
成
さ

れ
、
納
税
者
は
、
こ
の
帳
簿
を
見
る

こ
と
で
自
己
所
有
以
外
の
土
地
や
家

屋
の
価
格
（
評
価
額
）
と
の
比

較
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

な
お
、
従
来
の
縦
覧
制
度
と
同

様
に
、
自
己
所
有
の
固
定
資
産
に

か
か
わ
る
台
帳
（
固
定
資
産
課
税

台
帳
な
ど
）
も
閲
覧
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

▽
縦
覧
期
間
＝
４
月
１
日
�
〜

30
日
�
（
土
・
日
曜
、
祝
日
を
除

く
）
▽
縦
覧
時
間
＝
９
時
〜
17
時

▽
縦
覧
場
所
＝
市
役
所
資
産
税
課

▽
土
地
価
格
等
縦
覧
帳
簿
、
家
屋

価
格
等
縦
覧
帳
簿
を
縦
覧
で
き
る

方
＝
①
納
税
者
②
納
税
者
か
ら
委

任
を
受
け
た
方
（
同
居
の
親
族
、

納
税
管
理
人
、
代
理
人
）
▽
固
定

資
産
課
税
台
帳
を
閲
覧
で
き
る

方
＝
①
納
税
義
務
者
②
納
税
義
務

者
か
ら
委
任
を
受
け
た
方
（
同
居

の
親
族
、
納
税
管
理
人
、
代
理
人
）

③
借
地
・
借
家
人
▽
持
参
す
る
も

の
＝
印
か
ん
、
身
分
を
証
明
で
き

る
も
の
、
納
税
通
知
書
な
ど
（
代

理
人
の
場
合
は
委
任
状
が
、
借

地
・
借
家
人
の
場
合
は
賃
貸
借
契

約
書
が
必
要
で
す
）
▽
料
金
＝
無

料
（
借
地
・
借
家
人
の
場
合
は
３

０
０
円
）
※
詳
細
は
問
い
合
わ
せ

を【
課
税
資
産
の
明
細
書
を
送
付
】

本
市
で
は
、
税
の
信
頼
性
確
保

と
課
税
誤
り
防
止
の
た
め
、
固
定

資
産
税
の
納
税
通
知
書
に
、
固
定

資
産
課
税
台
帳
と
同
じ
内
容
の
課

税
資
産
の
明
細
書
を
添
付
し
て
い

ま
す
。
平
成
十
五
年
度
の
納
税
通

知
書
（
四
月
十
日
ご
ろ
発
送
予
定
）

が
送
付
さ
れ
た
ら
、
再
度
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

□問
資
産
税
課
�
７
１
５
０
―

６

０
７
４

���������������������������������
���������������������������������
���������������������������������
���������������������������������

市民のためのわかりやすい法律講座
3月6日に文化会館で

今
月
六
日
に
文
化
会
館
で
、「
市
民

の
た
め
の
わ
か
り
や
す
い
法
律
講
座
」

を
開
催
し
ま
す
。

今
回
の
テ
ー
マ
は
、
市
民
か
ら
の

相
談
事
例
が
多
い
「
く
ら
し
の
中
の

契
約
」
と
「
相
続
」
で
す
。

な
お
、
講
演
終
了
後
に
は
、
受
講

者
か
ら
の
質
問
も
受
け
付
け
ま
す
の

で
、
類
似
の
心
配
ご
と
を
お
持
ち
の

方
は
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▽
期
日
＝
３
月
６
日
�
▽
テ
ー
マ
＝

①
午
前
の
部
（
10
時
〜
11
時
30
分
）
…

く
ら
し
の
中
の
契
約
②
午
後
の
部
（
13

時
30
分
〜
15
時
）
…
相
続
▽
場
所
＝
い

ず
れ
も
文
化
会
館
▽
対
象
／
定
員
＝
市

民
／
各
50
人
（
先
着
順
）
▽
申
し
込

み
＝
電
話
で
秘
書
広
報
課
へ

□問
秘
書
広
報
課
�
７
１
５
０
―

６

０
６
３

～3月3日から受け付け～
「流山市育英資金給付制度」は、高等学校、高等専門学校およ
び専修学校（高等課程）に入学・在学する生徒で、家庭の事情な
どから学費の支払いが困難な生徒に育英資金を給付する制度です。
【給付の条件】
①身体健全で品行方正、学業優秀志操堅実にして家庭の事情等か
ら学資の支弁が困難と認められ、学校長の推薦する成業の見込
みのある生徒である。
②市内に1年以上居住している。
③身許確実な保証人２人を有する。
④他の育英資金を受けていない。
【給付の金額】
①私立高等学校の奨学生…月額 10,000円
②公立高等学校の奨学生…月額 8,500円
【申請に必要な書類】
①流山市育英資金申請書（市指定用紙、印かんが必要です）
②在学する学校または出身学校長の推薦書（市指定用紙が必要
です）

③誓約書（市指定用紙が必要です）
④世帯全員の住民票の写し
⑤収入のある世帯全員の源泉徴収票、確定申告書控の写しなど
【受付期間】
平成15年３月３日�から平成15年３月31日�まで（土・日曜、祝
日を除く）
※給付の決定、支給方法など詳細は問い合わせを
□問教育総務課�７１５０－６１０３

三
・
四
月
は
、
転
入
・
転
出
の
手
続
き
や

税
金
の
申
告
な
ど
が
重
な
り
、
多
く
の
方
が

市
役
所
や
各
出
張
所
に
訪
れ
る
た
め
、
窓
口

が
非
常
に
混
雑
し
ま
す
。

市
で
は
、
窓
口
が
混
雑
す
る
月
曜
日
と
金

曜
日
を
避
け
、
待
ち
時
間
が
比
較
的
短
く
て

済
む
火
曜
日
か
ら
木
曜
日
ま
で
の
利
用
を
呼

び
掛
け
て
い
ま
す
。

□問
市
民
課
�
７
１
５
０
―

６
０
７
５

所
得
税
の
確
定
申
告
と
市
・
県
民
税
の
申

告
期
間
は
、
今
月
十
七
日
ま
で
で
す
。

申
告
が
必
要
な
方
で
、
ま
だ
お
済
み
で
な

い
方
は
、
早
め
に
申
告
を
済
ま
せ
る
こ
と
を

お
勧
め
し
ま
す
。

な
お
、
相
談
者
が
多
い
場
合
、
受
け
付
け

を
早
め
に
締
め
切
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

□問
市
民
税
課
�
７
１
５
０
―

６
０
７
３

確
定
申
告
期
間
中
は
、
市
役
所
庁
舎
前
駐

車
場
が
特
に
込
み
合
い
ま
す
の
で
、
来
庁
の

際
に
は
、
市
内
循
環
バ
ス
な
ど
の
公
共
交
通

機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
市
で
は
臨
時
駐
車
場
（
下
図
参
照
）

を
開
設
し
て
い
ま
す
の
で
、
申
告
な
ど
で
駐

車
時
間
が
長
く
な
る
方
は
、
臨
時
駐
車
場
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▽
臨
時
駐
車
場
利
用
期
間
／
利
用
時
間
＝

３
月
17
日
ま
で
／
８
時
30
分
〜
17
時
20
分

□問
管
財
課
�
７
１
５
０
―

６
０
６
９

住
所
変
更
の
手
続
き
や
税
の
申
告
な
ど
で

市
役
所
窓
口
が
混
雑

住
所
変
更
の
手
続
き
や
税
の
申
告
な
ど
で

市
役
所
窓
口
が
混
雑
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所
得
税
の
確
定
申
告
と

市
・
県
民
税
の
申
告
は
お
早
め
に

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
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�
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3
月
17
日
ま
で臨

時
駐
車
場
を
開
設

※利用時間以外は施錠しますのでご注意を

県
道 

松
戸
・
野
田
線 

県道柏・流山線 

至柏 市役所第3庁舎 

庁舎前駐車場 

市役所 

ケアセンター 

至野田 

至松戸 

流
山
駅 

臨時駐車場 
（屋上） 



（３） 平成15年３月１日（土曜日） 第１０３７号

相　　談 日　　　　　時 場　　　所 問い合わせ 

市 民 相 談  市 民 相 談 室  

消 費 生 活 センター  

家 庭 児 童 相 談 室  

障 害 者 支 援 課  

ケ ア セ ン タ ー  

ケ ア セ ン タ ー  

心 の 健 康 相 談 室  

つ ば さ 学 園  

教 育 研 究 室  

平和台保育所�7158-1435／江戸川台保育所 
�7152-0648／向小金保育所�7174-8853

初 石 公 民 館  
南 流 山 セ ン タ ー  

勤 労 者 総 合 福 祉  
セ ン タ ー  

青少年指導センター 

法 律 相 談  

合 同 相 談  

不 動 産 相 談  

登 記 相 談  

市 政 相 談  

消費生活苦情相談 

子供悩みごと相談 

福祉住宅改善相談 

子 育 て 電 話 相 談  

心 配 ご と 相 談  

教 育 相 談  

青 少 年 相 談  

療 育 相 談  

酒 害 相 談  

高 年 齢 者 職 業 ・  
パ ー ト 相 談  

幼 児 こ と ば の  
相 談 室  

9：30～16：00毎週月～金曜 

10：00～16：00毎週月～金曜 

９：00～16：00毎週月～金曜 

９：00～16：00毎週火～金曜 

10：00～15：00毎週水曜 

９：00～16：30毎週月～金曜 

９：00～16：00毎週月～金曜 

９：00～16：00毎週月～金曜 

13：00～16：00毎月第4火曜 

18：00～21：00毎月第４金曜 

９：30～16：30毎週月～金曜 

９：00～11：30毎週土曜 

10：00～16：00

〃 〃 

〃 

同相談室 

同センター 
�7158-0999

�7150-6081

同相談室 
�7158-4144

同センター相談室 
�7155-5885

同センター相談室 
�7158-7830

同学園 

年 金 相 談  

�7154-4844

�7150-6081

�7150-6079

社会福祉協議会 

指導課 

障害者支援課 

社会福祉課 

�7159-4735

�7150-6105

障害者支援課 

交 通 事 故 相 談  

毎週火・木曜　13：00～15：40

13：00～16：00毎月第２水曜 
※要電話予約 

13：00～16：30毎月第１水曜 
※要電話予約 

※要電話予約 

※要電話予約 

13：00～16：00毎月第４水曜 
※予約は１週間前までに 

税 務 相 談  

外 国 人 相 談  〃 

〃 

子育て支援センターゆうゆう�7144-7926育 児 相 談  ９：30～16：30毎週月～金曜 

８：30～17：00毎週月～金曜 

毎週土・日曜 

江 戸 川 台 福 祉会館  

向 小 金 福 祉 会 館  13：00～16：00毎月第２日曜 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

市 民 相 談 室  

〃 

�7150-6110
国保年金課 

〃 

〃 

〃 

〃 

内　　容 期日・受付時間 場　　　所 備　　　考 

ハローベイビー 
妊娠5～8カ月の妊婦および夫対象。母子健康
手帳、筆記用具を持参。運動しやすい服装で 
※14日からの参加者は７日までに申し込みを 

も ぐもぐ教室  
4～5カ月児の離乳食指導。母子健康手帳、器と
スプーンを持参。定員20人※先着順・要予約 

３ カ 月 児  
健 康 診 査  

カ ム カ ム  

17日・18日 
　　　12：45～13：45 保健センター  平成14年11月生まれの乳児対象 

1 歳 6 カ 月 児  
健 康 診 査  

11日・12日 
　　　12：45～13：45 保健センター  

4日・5日　12：45～13：45 保健センター  

乳幼児健康相談 

3歳児健康診査 

26日　13：00～14：00 保健センター  

平成13年８月生まれの幼児対象 

平成11年12月生まれの幼児対象 

発育などに心配のある乳幼児対象。母子健
康手帳を持参※要予約 

育 児 相 談  0歳～就学前児対象。母子健康手帳を持参 

むし歯予防教室 
３日・10日・25日 
※時間は申し込み者
に個人通知 

保健センター  
2歳2カ月児対象（25日は1・2回参加済みの幼
児対象）。1歳6カ月児健康診査時に申し込みを 

食 事 相 談  保健センター  生活習慣病などの食事指導を受けたい方対象。食事調査あり※要予約 

年齢・性別など不問。血圧測定や健康上の相
談など。健康手帳・検診記録カードを持っている
方は持参 

リハビリ教室  

3日・10日・17日・24日 

5日・12日・19日・26日 

10：00～ 
水曜コース 

10：00～ 

保健センター  

保健センター  

疾病、加齢等により心身の機能が低下している
方（介護保険認定外者等）を対象に、日常生活
動作訓練等を実施※事前に問い合わせを 

療 育 相 談  27日 
整形外科的な心配のあ
る18歳未満の子ども対象。
母子健康手帳を持参 

アルコール問題を抱えている
本人や、その家族が対象。
医師による相談は要予約 

発 達 相 談  

心 の健康相談  

女性クリニック相談 
27日 

首が座らない、歩かないなどの発
達の遅れが心配な0～1歳児対象。
母子健康手帳を持参※要予約 

ア ル コ ー ル  
悩みごと相談  

3日 
17日 
 
精神病や神経症など、心の
病で悩んでいる方対象。医
師による相談は要予約 

7日 
14日 
28日 

11日 
18日 

思春期、人工妊娠中絶、不妊、
乳がん、子宮がん、更年期障
害の相談※要予約 

平成14年2月～5月生まれの乳児対象。子どもの歯と食生活に
ついて。歯ブラシ、おしぼりを持参。定員15組※先着順・要予約 キ ッ ズ  

24日　  9：45～10：00 保健センター  

19日　 10：15～10：30 保健センター  
20日　 10：15～10：30 南流山センター 

６日　 ９：30～10：30 保健センター  
27日　 ９：30～10：30 南流山福祉会館 
28日　 ９：30～10：30 向小金福祉会館 

相談あんない 

保健あんない 

毎週月～金曜　９：00～17：00

※期日・受付時間欄に　　　　印のあるものは今月は開催しません。転入者などで個人通知が届かな
　い場合は保健センターへ問い合わせを 

柏  保  健  所 
�7167－1255〈       　  〉 

保健センター 
�7154－0331〈       　  〉 

�7158-1616

 

月曜コース 

10：00～15：00毎月第３水曜 
※要電話予約 

※要電話予約 

10：00～15：00毎月第３月曜 
※要電話予約 

保健センター  
7日・14日・24日・28日 
　　　12：30～12：50
※14日は9：45～10：00

※いずれも場所は柏保健所。時間など詳細は問い合わせを 

毎週月～金曜 
※時間は申し込み者
に個人通知 

心 の 健 康 相 談  �7150-6081
障害者支援課 

悩 み ご と 相 談  
（ 人 権 ・ 行 政 ）  

10：00～15：00毎週火曜 

成人健康相談  

南流山センター 28日　10：00～15：00

保健センター   7 日　  9：30～11：30
東 部 公 民 館  14日　10：00～15：00
江戸川台福祉会館 20日　10：00～15：00

今月は開催しません 

今月は開催しません 

休日は、休日診療所をご利用ください。

▽場所＝保健センター内休日診療所（西初石４丁目）▽診療科目＝内

科、小児科、歯科▽受付時間＝９時～11時30分、13時～16時30分（歯科は

11時30分まで）※内科、小児科については、夜間は市内の医療機関が当番

制で診療。当番医はあらかじめ市消防本部�７１５８－０１１９で確認を

□問休日診療所�７１５５－３４５６

休日の救急医療

保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、「
男
性
の

た
め
の
栄
養
教
室
」
を
開
催
し
ま

す
。
テ
ー
マ
は
、「
自
分
の
健
康
は

自
分
で
守
ろ
う
〜
料
理
を
通
し
て

健
康
意
識
を
高
め
て
、
生
活
習
慣

病
予
防
に
役
立
て
よ
う
」
で
す
。

こ
の
機
会
に
、
ぜ
ひ
参
加
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

▽
日
時
＝
３
月
13
日
�
10
時
〜

13
時
▽
場
所
＝
保
健
セ
ン
タ
ー
▽

対
象
／
定
員
＝
市
内
在
住
の
男

性
／
30
人
（
先
着
順
）
▽
内
容
＝

講
義
と
調
理
実
習
▽
参
加
費
＝
４

５
０
円
程
度
（
材
料
費
）
▽
持
ち

物
＝
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
ふ
き

ん
、
筆
記
用
具
▽
申
し
込
み
＝
３

月
７
日
�
ま
で
に
電
話
で
保
健
セ

ン
タ
ー
へ

□問
保
健
セ
ン
タ
ー
�
７
１
５
４

―

０
３
３
１
　

利
根
運
河
堤
に
咲
く
、
満
開

の
桜
の
写
真
が
印
刷
さ
れ
た
名

刺
台
紙
「
桜
の
散
歩
道
」（
一
箱

百
枚
入
り
）
を
、
商
工
課
で
販

売
し
て
い
ま
す
。

こ
の
名
刺
台
紙
は
、
平
成
十

三
年
度
に
流
山
市
観
光
協
会

が
、
市
の
観
光
Ｐ
Ｒ
を
目
的
と

し
て
製
作
し
た
も
の
で
す
。

▽
価
格
＝
１
０
０
０
円
（
税

込
み
、
印
刷
代
は
別
途
）

□問
商
工
課
�
７
１
５
０
―

６

０
８
５

男
性
の
た
め
の
栄
養
教
室

3
月
13
日
に
保
健
セ
ン
タ
ー
で

〜
自
分
の
健
康
は
自
分
で
守
ろ
う
〜

昨
年
の
調
理
実
習
の
様
子

赤ちゃんを産んだけれど、実家が遠
い、産後の家事が少し心配、ちょっと
したアドバイスが欲しい…。そんなと
きには、「産じょくヘルプサービス」
を利用してみてはいかがでしょうか。
市内には、産じょく期（分娩時から、
母体が妊娠前の状態に回復するまでの
期間）の方を対象に、家事などを手伝
う人を派遣する事業者（右表参照）が
います。
利用してみたい方は、子育て支援課
および保健センター、各出張所にある
パンフレットを参考にして、事業者に
直接お申し込みください。
□問子育て支援課�７１５０－６０８
２／保健センター�７１５４－０３３
１

事業者一覧  

№ 事業者名 電話番号 

7153－6674
コープ生活クラブ 
流山介護ステーション 
あいの手 
労協センター事業団 
江戸川台地域福祉事業所 
あざれあ 

特定非営利活動法人 
思いやりのあるまちづくりの会 
ふれあい 

社団法人 
流山市シルバー人材センター 
社会福祉法人 
流山市社会福祉協議会 
特定非営利活動法人 
流山ユー・アイネット 
千葉県高齢者協同組合 
花いちりん流山 

有限会社　エール 

1

2

3

4

5

6

7

8

7153－7792

7178－3035

7155－3669

7159－8711

7153－3911

7155－0184

7159－1201

所　　在 

西初石3丁目 

江戸川台西2丁目 

江戸川台西2丁目 

東初石3丁目 

平和台2丁目 

東深井 

江戸川台東3丁目 

南流山1丁目 

　※サービス内容・時間・料金など、詳細は各事業者に問い合わせを 

満
開
の
桜
の
写
真
入
り

名
刺
台
紙
を
販
売
中

○○○○

流山市○×1丁目1番地
�04－7158－○×○×

流山　太郎

千
葉
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
東

葛
飾
支
所
（
沼
南
町
）
は
、
新
規

事
業
と
し
て
、
今
月
か
ら
「
里
親

さ
が
し
の
会
」
を
始
め
ま
す
。
ま

た
、
四
月
か
ら
「
犬
の
し
つ
け
方

教
室
」
の
開
催
も
予
定
し
て
い
ま

す
。
会
場
は
、
い
ず
れ
も
同
セ
ン

タ
ー
東
葛
飾
支
所
で
す
。
詳
細
は

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

犬
や
ね
こ
を
飼
い
た
い
方
と
、

も
ら
い
手
を
お
探
し
の
飼
い
主
さ

ん
と
の
出
会
い
の
場
で
す
。

自
由
参
加
型
の
会
に
よ
り
、
当

日
、
も
ら
え
る
犬
や
ね
こ
が
い
な

い
場
合
や
、
も
ら
い
手
が
見
つ
か

ら
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

開
催
日
は
、
毎
月
第
三
金
曜

（
祝
日
の
場
合
は
中
止
）
で
す
。

【
犬
や
ね
こ
を
飼
い
た
い
方
】

▽
申
し
込
み
＝
当
日
13
時
30
分

ま
で
に
直
接
会
場
へ
▽
対
象
＝
同

セ
ン
タ
ー
の
「
愛
犬
・
ね
こ
教
室
」

を
受
講
で
き
る
方
▽
持
ち
物
＝
テ

キ
ス
ト
代
（
３
０
０
円
）、
印
か
ん
、

筆
記
用
具
、
犬
や
ね
こ
を
搬
送
す

る
た
め
の
入
れ
物

【
も
ら
い
手
を
お
探
し
の
方
】

▽
申
し
込
み
＝
犬
や
ね
こ
を
連

れ
て
、
当
日
14
時
ま
で
に
直
接
会

場
へ
（
愛
犬
・
ね
こ
教
室
終
了
ま

で
お
待
ち
い
た
だ
き
ま
す
）

犬
と
共
に
幸
せ
に
暮
ら
し
て
い

く
た
め
の
し
つ
け
教
室
で
す
。

▽
開
催
日
時
＝
毎
月
第
２
火
曜

13
時
30
分
〜
16
時
30
分
（
祝
日
の

場
合
は
中
止
）
▽
定
員
＝
毎
回
15

組
（
先
着
順
）
▽
内
容
＝
適
正
な

飼
養
管
理
・
健
康
管
理
、
犬
の
本

能
・
習
性
、
関
係
法
令
な
ど
の
講

義
、
モ
デ
ル
犬
に
よ
る
実
演
お
よ

び
実
習
▽
参
加
費
＝
８
０
０
円

（
�
千
葉
県
動
物
保
護
管
理
協
会
の

賛
助
会
員
の
方
は
無
料
）
▽
申
し

込
み
＝
電
話
で
同
セ
ン
タ
ー
へ
※

飼
い
犬
の
同
伴
は
不
可

□問
千
葉
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー

東
葛
飾
支
所
�
７
１
９
１
―

０
０

５
０

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

里
親
さ
が
し
の
会

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

犬
の
し
つ
け
方
教
室

里親さがしの会

犬やねこを飼いたい方と
もらい手をお探しの飼い主さんの

出会いの場です

桜の散歩道（運河付近）



私
た
ち
が
生
活
す
る
社
会
の
中
で
、

日
常
生
活
か
ら
出
る
廃
棄
物
の
変
化
な

ど
に
よ
り
、
ご
み
に
対
す
る
考
え
方
も

「
ご
み
を
処
分
す
る
」
と
い
う
考
え
か
ら

「
ご
み
を
出
さ
な
い
」「
ご
み
と
し
て
出

さ
ず
に
長
く
大
事
に
使
用
す
る
」「
ご
み

を
資
源
と
し
て
再
利
用
す
る
」
と
い
っ

た
認
識
に
変
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
環
境
に
優
し
く
資
源
の
有

効
な
活
用
を
図
る
た
め
「
容
器
包
装
リ

サ
イ
ク
ル
法
」
が
制
定
さ
れ
、
市
で
は
、

平
成
十
年
十
月
に
分
別
施
設
の
状
態
に

合
わ
せ
て
、
紙
類
、
ガ
ラ
ス
び
ん
、
缶

類
の
容
器
包
装
材
に
つ
い
て
分
別
方
法

の
改
正
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
容

器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
法
が
平
成
十
二
年

度
に
完
全
施
行
さ
れ
、
さ
ら
に
、
平
成

十
三
年
度
に
は
「
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
」

が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
ご
み
の
再
資
源
化
が

社
会
的
に
広
が
る
中
で
、
本
市
で
は
容

器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
法
の
残
り
の
品
目

と
な
っ
た
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
そ
の
他
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
容
器
包
装
材
の
分
別
処
理

が
行
え
る
施
設
と
し
て
、
こ
と
し
の
四

月
か
ら
廃
棄
物
処
理
施
設
「
リ
サ
イ
ク

ル
プ
ラ
ザ
」
が
稼
働
し
ま
す
。
ま
た
、

平
成
十
六
年
四
月
に
は
「
ご
み
焼
却
施

設
」
の
稼
働
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

今
回
の
ご
み
分
別
収
集
体
制
の
改
正

は
、
限
り
あ
る
資
源
を
リ
サ
イ
ク
ル

（
再
利
用
）
す
る
こ
と
の
で
き
る
廃
棄
物

処
理
施
設
「
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
」
の

稼
動
に
合
わ
せ
て
行
う
も
の
で
す
。

４
月
か
ら
不
燃
ご
み
や
資
源
物
な
ど

掃事務所�7154－5501

ります
さないごみ」、「プラスチック類」、「ペットボト
、ごみの名称も「可燃ごみ」を「燃やすごみ」、
更します。
については、新施設のリサイクルプラザでは、
分けて出す必要がなくなりました。なお、地
る分別区分は変わりませんのでご注意ください。
工をします。このため、缶類のうち、スプレー
に少しでもガスが残っていると爆発する危険性
は分けて「危険ごみ」として出してください。

る袋に入れ、それぞれの表示をお忘れなく！
たことにより、同じ収集曜日に区分の違うごみ
高めるために、中身が確認できる透明性を有す
油性マジック等で次の表示をしてください。

ませんが、
と「ペットボトル」は月2回の収集に
害・危険ごみ」に名称は変わりますが、ごみの
ん。
は、４月から「燃やさないごみ」、「プラスチッ
分け、「プラスチック類」は週１回、「燃やさな
「ペットボトル」を第２・第４の月２回、それ
の収集曜日に収集します。下表を参考にご自分

チック類とペットボトルを制限
庭ごみと同様の変更ですが、プラスチック
ては、４月から次の制限を設けますのでご

装プラスチック、プラスチック製品）】
チック類は受け入れません。①製造業から
建設業に係る工作物の新築や改築、除去か
③農家から排出される農業用プラスチック
の容器回収業者、容器メーカー、店頭回収
ック容器類⑤発泡スチロール箱、梱包用ビ
ド、ビニールシート、緩衝材・クッション
廃材⑥廃タイヤ等
る場合でも家庭系と同質同量のものは受け

せん。自己の責任において適正に処理して

集積所には出せません
集積所には出すことができません。清掃事
業者に依頼するかのいずれかの方法により
責務ですので、必ず分別して排出してくだ

搬入については、清掃事務所での受け入れ
い。
５０－６０８４

出し方の何が変わるの？

区　分 ごみの種類 
第1週目 

第2週目 

第3週目 

第4週目 

第5週目 

改正後 

プラスチック類 燃やさないごみ 

プラスチック類 ペットボトル 

プラスチック類 燃やさないごみ 

プラスチック類 ペットボトル 

プラスチック類 

ル 燃やさないごみ 危険ごみ 

× キ 
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平成15年３月１日（土曜日） （４）

私
た
ち
の
日
常
生
活
や
経
済
活
動
か
ら
生
ま
れ
る
「
ご
み
」
を

「
資
源
」
と
し
て
見
直
そ
う
―
―
。
こ
の
よ
う
な
考
え
の
も
と
に
、

廃
棄
物
処
理
施
設
「
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
」
が
四
月
か
ら
稼
働
し

ま
す
。
そ
の
稼
働
に
合
わ
せ
、
四
月
一
日
か
ら
ご
み
の
分
け
方
・

出
し
方
が
変
わ
り
ま
す
。
今
ま
で
「
不
燃
ご
み
」
と
し
て
ひ
と
つ

で
出
し
て
い
た
ご
み
を
三
種
類
に
分
別
す
る
こ
と
や
、
分
別
し
た

ご
み
を
入
れ
た
袋
に
四
種
類
の
表
示
を
す
る
こ
と
な
ど
が
主
な
変

更
事
項
で
す
。
今
号
で
は
、
そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

ど
う
し
て
、
ご
み
の
分
別
収
集

体
制
が
変
わ
る
の
？

の
正
し
い
分
け
方
・
出
し
方
」
の
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
を
、
行
政
連
絡
員
を
通
じ
て

各
世
帯
に
配
布
し
て
い
ま
す
。
な
お
、

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
は
市
役
所
、
出
張
所
、

公
民
館
、
福
祉
会
館
な
ど
の
公
共
施
設

に
も
置
い
て
あ
り
ま
す
の
で
、
届
か
な

い
場
合
は
近
く
の
公
共
施
設
で
お
受
け

取
り
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
今
月
か
ら
ご
み
集
積
所
の
表

示
板
の
張
り
替
え
を
行
い
ま
す
が
、
ご

み
の
分
別
や
収
集
日
な
ど
の
変
更
は
、

四
月
一
日
以
降
と
な
り
ま
す
の
で
、
お
間

違
い
の
な
い
よ
う
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

来
年
四
月
の
稼
働
に
向
け
て
、
新
し

い
「
ご
み
焼
却
施
設
」
の
工
事
が
着
々

と
進
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
事
故

防
止
の
観
点
か
ら
、
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ

ザ
へ
の
ご
み
搬
入
を
制
限
せ
ざ
る
を
得

ま
せ
ん
。「
一
般
家
庭
の
粗
大
ご
み
」
や

事
業
主
が
自
ら
搬
入
す
る
「
事
業
系
ご

み
」
に
つ
い
て
は
、
従
来
ど
お
り
清
掃

事
務
所
へ
の
搬
入
と
な
り
ま
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

「
一
般
家
庭
の
粗
大
ご
み
」「
事
業
系

ご
み
」
は
従
来
ど
お
り
清
掃
事
務
所
へ

家庭ごみの正しい分け方・出し方 

プラ 

ペ 

× 

キ 

燃やすごみ 
（長さ50�未満で 
太さ10�以下の物） 

台所ごみ、木の枝、紙おむつ、紙くず、 
布類､貝殻など 

プラスチック類 
容器包装プラスチック 
(プラマークの容器包装材） 

燃やさないごみ 

レジ袋、菓子・冷凍食品の袋、 
シャンプー・洗剤の容器など 
ビニール袋、発泡スチロール、 
ポリバケツ、ポリタンク、ＣＤ・ＭＤ・ 
カセット、ビデオテープなど 

ガラス・陶磁器・革・ 
ゴム・小型電気・ 
金属製・混成製品 

びん類、缶類 
紙類、布類 

有害・危険ごみ 
有害ごみ、危険ごみ 

資源ごみ 
 

びん類、缶類、新聞、雑誌、段ボール 

スプレー缶、卓上ボンベ、乾電池、 
蛍光管、刃物類、水銀体温計、 
ライターなど 

中身が確認できる透明性を有す
るレジ袋などに入れ､袋に油性マ
ジック等で プラ と書いて出してく
ださい。容器は中身を使い切って
軽くすすいでから出してください 

中身が確認できる透明性を有する
レジ袋などに入れ､袋に油性マジッ
ク等で × と書いて出してください 

紙類､布類は品目ごとにひもなどで十文字に
束ね、適量で出してください。雨の日はなるべ
く出さず､出す場合はビニール袋に入れて出
してください 

コップ、ガラス水槽、鏡、化粧品のびん、
耐熱ガラス、ガラスの破片、せともの、皿、
植木鉢、靴、かばん、ベルト、革手袋、長靴、
ゴム手袋、鍋、やかん、フライパン、スプー
ン、フォーク、針金ハンガー､傘、小型電
気製品類､金属・プラスチック・木製・布
等が混在した製品 

ライター、スプレー缶、卓上ガスボン
ベは中身を使い切って中身が確
認できる透明性を有するレジ袋な
どに入れ、袋に油性マジック等で 
キ と書いて出してください。 
乾電池はある程度ためてから出し
てください 

キャップを外し、中を軽くすすぎ、つ
ぶしてから中身が確認できる透明
性を有するレジ袋などに入れ､袋
に油性マジック等で ペ と書いて
出してください 

ペットボトル製品 
(ペットマークの付いた物） 

その他プラスチック製品 

不
燃
ご
み
が
3
区
分
に
分
か
れ
ま
す 

台所ごみは、水切りかご
等により十分水を切り、流
山市指定ごみ袋または協
議済袋に入れて出してく
ださい 

流山市指定ごみ袋（可
燃ごみ用）、または協
議済袋（協議済マー
クがあるスーパーなど
のレジ袋） 

今までの分類 新しい分類 

ごみの区分・種類 

可燃ごみ 

不燃ごみ 
プラスチック・ビニール類 
ガラス・陶磁器類 
革・ゴム製品類 
小型電気製品類 
金属製品類 

資源物 

びん類、缶類、紙類、布類 

有害・危険ごみ 

有害ごみ、危険ごみ 

出し方 ごみの区分 ごみの種類 

ペットボトル 

飲料用（酒用を含む）・しょう油用・ 
本みりん用のペットボトル 

流山市指定 

ごみ袋 
可燃ごみ用 

（流山市指定ごみ袋） 
 

流山市のごみ袋として 
使用できます 

炭酸カルシウム入り 

協議済 

（協議済マーク） 
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（５） 第１０３７号

ゆ
う
ゆ
う
大
学
で
生
き
が
い
探
し

新
入
生
を
き
ょ
う
か
ら
募
集

稼
動
に
合
わ
せ
て
行
う
も
の
で
す

４
月
か
ら
不
燃
ご
み
や
資
源
物
な
ど

の
分
別
が
さ
ら
に
細
か
く
な
り
ま
す
が
、

今
ま
で
ど
お
り
「
ご
み
減
量
・
資
源
化
」

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

四
月
一
日
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
家
庭

ご
み
の
新
た
な
分
別
区
分
や
排
出
方
法

な
ど
を
詳
し
く
記
載
し
た
「
家
庭
ご
み

新
し
い
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を

皆
さ
ん
の
お
宅
に
配
布
中

公
民
館
で
は
、「
ゆ
う
ゆ
う
大
学
」

の
新
入
生
を
募
集
し
ま
す
。

開
設
期
間
は
、
こ
と
し
四
月
か

ら
平
成
十
七
年
二
月
ま
で
の
約
二

年
間
。

一
般
教
養
科
目
の
ほ
か
、
音
楽

や
書
道
、
俳
句
、
新
た
に
郷
土
史

と
絵
手
紙
を
加
え
た
専
門
科
目
も

学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
機
会
に
、
生
涯
学
習
に
取

り
組
み
「
ゆ
う
ゆ
う
」
と
学
び
、

生
き
が
い
を
見
つ
け
て
み
ま
せ
ん

か
。▽

開
設
期
間
＝
４
月
〜
平
成
17

年
２
月
▽
学
園
名
（
会
場
）
／
定

員
＝
①
中
央
学
園
（
文
化
会
館
）

／
60
人
②
北
部
学
園
（
北
部
公
民

館
）
／
80
人
③
東
部
学
園
（
東
部

公
民
館
）
／
60
人
④
初
石
学
園

（
初
石
公
民
館
）
／
80
人
⑤
南
流

山
学
園
（
南
流
山
セ
ン
タ
ー
）
／

60
人
※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽

選
▽
対
象
＝
60
歳
以
上
（
昭
和
18

年
４
月
１
日
以
前
生
ま
れ
）
の
市

民
▽
受
講
料
＝
無
料
（
教
材
費
は

自
己
負
担
）
▽
申
込
方
法
＝
往
復

ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
（
ふ
り

が
な
）、
生
年
月
日
、
性
別
、
電

話
番
号
、
ゆ
う
ゆ
う
大
学
へ
の
入

学
経
験
の
有
無
、
入
学
希
望
学
園

名
を
明
記
し
、
３
月
20
日
（
必
着
）

ま
で
に
〒
２
７
０
―

０
１
７
６
流

山
市
加
一
丁
目
16
―

２
流
山
市
文

化
会
館
へ
※
重
複
申
し
込
み
お
よ

び
県
生
涯
大
学
校
に
在
籍
・
入
学

予
定
の
方
の
申
し
込
み
は
不
可
▽

そ
の
他
＝
案
内
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を

各
学
園
で
配
布

□問
文
化
会
館
�
７
１
５
８
―

３

４
６
２

市長選

集
い
」
を
開
き
ま
す
。

お
茶
会
は
初
め
て
と
い
う
方
で

も
、
気
軽
に
参
加
で
き
る
よ
う
に

簡
単
な
作
法
の
説
明
も
行
い
ま

す
。
邦
楽
演
奏
会
で
は
、
実
際
に

琴
に
触
れ
て
演
奏
を
楽
し
む
こ
と

も
で
き
ま
す
。

▽
日
時
＝
３
月
16
日
�
13
時
〜

▽
場
所
＝
一
茶
双
樹
記
念
館
▽
対

象
／
定
員
＝
一
般
（
小
学
生
以
下

は
保
護
者
同
伴
）
／
30
人
▽
内

容
＝
茶
会
、
邦
楽
演
奏
会
▽
参
加

費
＝
無
料
▽
申
し
込
み
＝
３
日
か

ら
電
話
で
生
涯
学
習
課
へ
※
「
日

本
の
美
写
真
撮
影
会
」
と
重
複
参

加
は
不
可

お
茶
会
や
琴
、
尺
八
の
演
奏
会

で
日
本
の
芸
術
文
化
に
親
し
ん
で

も
ら
お
う
と
、
三
月
十
六
日
に
一

茶
双
樹
記
念
館
で
「
伝
統
文
化
の

第53回流山市民芸術劇場を３月30日に文化会館
で開催します。
今回は、親カモメとの約束を果たそうとする黒
猫とひなカモメの心の交流を描いた児童演劇の名
作「カモメに飛ぶことを教えた猫」の公演です。
ぜひ、ご鑑賞ください。
▽日時＝３月30日�14時30分（開演）～▽場

所＝文化会館
【チケットの販売】
▽販売場所＝文化会館、各公民館・南流山セン
ター（月曜､祝日を除く9時～16時30分）、イトウミ
ュージックシティ（イトーヨーカドー流山店内）、
チケットぴあ▽料金＝1,500円（全席指定）※団体
割引（20人以上）は生涯学習課に申し込みを

□問生涯学習課�７１５０－６１０６

立候補者の説明会
3月16日に市役所で

問い合わせ　清掃事

2月19日に行われた「ゆうゆう大
学」の卒業式

市議選

市
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
四
月
二

十
七
日
に
予
定
さ
れ
て
い
る
流
山
市
長

と
流
山
市
議
会
議
員
の
選
挙
の
立
候
補

予
定
者
説
明
会
を
三
月
十
六
日
に
開
催

し
ま
す
。

当
日
は
、
立
候
補
す
る
場
合
の
手
続

き
や
注
意
事
項
を
説
明
す
る
ほ
か
、
立

候
補
に
必
要
な
書
類
も
合
わ
せ
て
交
付

し
ま
す
の
で
、
立
候
補
を
予
定
し
て
い

る
方
は
必
ず
出
席
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
＝
３
月
16
日
�
９
時
30
分
〜

▽
場
所
＝
市
役
所

□問
市
選
挙
管
理
委
員
会
�
７
１
５
０

―

６
１
０
０

平成14年度明るい選挙啓発ポスター
藤原百々恵さん（流山小6年）が最優秀賞

最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
藤
原
さ
ん

千葉県選挙管理委員
会と千葉県明るい選挙
推進協議会が県内の
小・中学生から募集し
た「平成14年度明るい
選挙啓発ポスター」で、
藤原百々恵さんの作品
が千葉県最優秀賞に選
ばれました。

問い合わせ 

生涯学習課 
�７１５０－６１０６ 

三
月
十
六
日
に
「
日
本
の
美
写

真
撮
影
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

こ
れ
は
、
一
茶
双
樹
記
念
館
と

杜
の
ア
ト
リ
エ
黎
明
を
背
景
に
し

た
写
真
撮
影
会
で
、
撮
影
し
た
作

品
は
後
日
、
市
役
所
市
民
ギ
ャ
ラ

リ
ー
に
展
示
さ
れ
ま
す
。

▽
日
時
＝
３
月
16
日
�
13
時
〜

▽
場
所
＝
一
茶
双
樹
記
念
館
▽
対

象
／
定
員
＝
写
真
展
に
作
品
を
出

品
で
き
る
方
／
20
人
▽
テ
ー
マ
＝

一
茶
双
樹
記
念
館
と
杜
の
ア
ト
リ

エ
黎
明
の
情
景
▽
参
加
費
＝
無
料

（
フ
ィ
ル
ム
、
現
像
、
プ
リ
ン
ト
の

費
用
は
自
己
負
担
）
▽
申
し
込

み
＝
３
日
か
ら
電
話
で
生
涯
学
習

課
へ
※
「
伝
統
文
化
の
集
い
」
と

重
複
参
加
は
不
可

日本の美写真撮影会 伝統文化の集い
～お茶会体験、邦楽演奏会～

耳の不自由な方のための
日曜教室

3月13日までに申し込みを

耳の不自由な方を対象に
日曜教室を開きます。
今回の内容は、支援費制
度についての講演と肩こ
り・腰痛防止の健康体操。
当日は手話通訳、OHP要約
筆記を用意しますので、お
気軽にご参加ください。
▽日時＝３月16日�10時
～15時▽場所＝初石公民館
▽対象／定員＝市内在住の
耳の不自由な方／20人（先
着順）▽参加費＝無料▽申
し込み＝電話またはファッ
クスで３月13日までに市身
体障害者福祉センターへ
□問市身体障害者福祉セン
ター�７１５５－３６３８
�７１５３－３４３７

か
ら
だ
の
不
自
由
な
方
を
対
象
に
料
理
教

室
を
開
き
ま
す
。
調
理
実
習
の
ほ
か
に
、
障

害
を
持
つ
方
の
た
め
の
調
理
器
具
や
自
助
具

も
紹
介
し
ま
す
。

▽
日
時
＝
３
月
11
日
�
10
時
〜
13
時
▽
場

所
＝
初
石
公
民
館
▽
対
象
／
定
員
＝
市
内
在

住
の
身
体
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方
／

20
人
（
先
着
順
）
▽
参
加
費
＝
７
０
０
円

▽
持
ち
物
＝
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
▽
メ
ニ

ュ
ー
＝
①
て
ま
り
寿
司
②
う
し
お
汁
③
イ

チ
ゴ
ヨ
ー
グ
ル
ト
▽
申
し
込
み
＝
３
月
７

日
ま
で
に
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
市

身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ

□問
市
身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
�
７

１
５
５
―

３
６
３
８
�
７
１
５
３
―

３
４
３

７

か
ら
だ
の
不
自
由
な
方
を
　
　

対
象
に
料
理
教
室

3
月
7
日
ま
で
に
申
し
込
み
を

市民芸術劇場

4月から次の3点が変わります
１今までの「不燃ごみ」を「燃やさない
ル」の３種類に分けます。また、ごみ
「資源物」を「資源ごみ」に変更しま
２資源ごみの「びん類」、「缶類」につ
一連作業の中で処理するため、分け
域のリサイクル活動で行っている分別

３資源ごみの「缶類」はプレス加工を
缶や卓上ガスボンベは、缶の中に少
があることから、「資源ごみ」とは分け

4種類のごみは透明性を有する袋に
ごみの出し方は収集区分が増えたこと
が出されることから、収集効率を高める
る袋に入れ、ごみの種類に応じて油性マ

ごみの収集曜日は変わりませ
「燃やさないごみ」と「ペ

「燃やすごみ」、「資源ごみ、有害・危
収集曜日と収集回数は変わりません。
ただし、「不燃ごみ」については、４
ク類」、「ぺットボトル」の３つに分け、
いごみ」が第１・第３の月２回、「ペッ
ぞれの地区ごとに決められた現在の収集
の地区を確認してください。

事業系ごみのプラスチッ
名称、区分については、家庭ごみ
類およびペットボトルについては、
注意ください。
【プラスチック類（容器包装プラ
次の事項に該当するプラスチック
排出されるプラスチック類②建設業
ら排出されるプラスチック類③農家
類④飲料メーカー、自販機等の容器
店等から排出されるプラスチック容
ニール、ビニールひも・バンド、ビ
材、硬質プラスチック製箱・廃材⑥
※ただし、①～⑤に該当する場合
入れます
【ペットボトル】
ペットボトルは受け入れません。
ください。

事業系ごみは集積
事業系ごみは、家庭ごみの集積所
務所に自己搬入するか、許可業者に
ます。また、分別は事業者の責務で
さい。
なお、平成15年度中の自己搬入に
となりますのでご注意ください。

□問リサイクル推進課�７１５０－

ごみの分け方・出し

区　分 ごみの種類 
第1週目 不燃ごみ 

第2週目 不燃ごみ 

第3週目 不燃ごみ 

第4週目 不燃ごみ 

第5週目 不燃ごみ 

改正前 

プラスチック類 ペットボトル 

プラ ペ 



平成15年３月１日（土曜日） （６）第１０３７号

児童館・センター
開催時間や申し込み方法など
の詳細は、各児童館・児童センタ
ーへお問い合わせください

今月の催し物

駒 木 台 児 童 館
�７１５４－４８２１

会　　場 日　程　・　催　し　物

３／29�
江戸川台児童センター
�７１５４－３０２６

向小金児童センター
�７１７３－９３２０

思井児童センター
�７１５９－５６６６

十太夫児童センター
�７１５４－５２５４

野々下児童センター
�７１４５－９５００

赤城児童センター
�７１５８－４５４５

ポイントドッジボール
大会

ウオークラリーで町探検
ドッジボール大会

３／22�
３／24�
～31�

ドッジボール大会

春休みチャレンジ大会

３／22�
３／24�
～31�

卓球大会

春休みチャレンジ週間

工作「スライム作り」
ドッジボール大会

３／15� 卓球教室

３／20�
３／22�
～29�

ドッジボール大会

オリジナルメダルを作ろう

３／26�
３／31�

３／15�
３／20�

このコーナーは、近くのまち
で行われる催し物の情報を皆さ
んにお知らせするため、毎月掲
載しています。
近くまで出かけたときなどに

「ぶらっ」と立ち寄ってみてはい
かがですか。

現代かな書の最高峰　藤岡保子展
▽期間＝３月８日�～４月６日�９時30分～17時(入
館は16時30分まで)▽場所＝戸定歴史館▽入館料＝一般
150円、高校・大学生100円、小・中学生50円（土曜日は
小・中学生無料）▽内容＝徳川昭武（15代将軍徳川慶喜
の実弟）の姪に当たる藤岡保子さんの作品展
□問戸定歴史館�０４７－３６２－２０５０

かしわ発見　コマーシャルコンテストⅡ（最終公開審
査）
▽日時＝３月８日�14時～16時45分▽場所＝アミュゼ
柏▽内容＝30秒で柏市を表現したコマーシャルテープの
コンテスト。１次審査を通過した12作品による最終公開
審査▽入場料＝無料▽申し込み＝当日直接会場へ
□問柏市商工課�７１６７－１１４１

ミュージックフェスタ２００３
▽日時＝３月16日�13時（開場）～▽場所＝野田市文
化会館▽入場料＝前売券大人500円、高校生以下100円。
当日券大人700円、高校生以下300円▽内容＝小・中学校
および高等学校の吹奏楽部による演奏▽チケット販売場
所＝野田市文化会館ほか
□問野田市文化会館�７１２４－１５５５

「イースタンリーグ」春季教育リーグ
▽日程／対戦＝①３月４日�・16日�・26日�／西武
②３月９日�・15日�／巨人③３月11日�・22日�／ヤ
クルト④３月18日�・21日	／ロッテ▽時間＝いずれも
12時30分試合開始▽場所＝日本ハムファイターズタウン
鎌ケ谷▽入場料＝無料
□問日本ハムファイターズタウン鎌ケ谷�０４７－４

４６－５５８６

★
ク
ラ
ブ
リ
ー
ダ
ー
の
た
め
の

軽
ス
ポ
ー
ツ
活
用
講
習
会

▽
日
時
＝
３
月
15
日
�
13
時
30

分
〜
15
時
30
分
▽
場
所
＝
市
民
総

合
体
育
館
▽
対
象
／
定
員
＝
自
治

会
、
サ
ー
ク
ル
な
ど
の
リ
ー
ダ

ー
／
30
人
（
先
着
順
）
▽
参
加

費
＝
無
料
▽
申
し
込
み
＝
電
話
で

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
へ

□問
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
�
７
１
５

９
―

１
２
１
２

★
勾
玉
（
ま
が
た
ま
）
づ
く
り

教
室▽

日
時
＝
３
月
22
日
�
10
時
〜

▽
場
所
＝
中
央
図
書
館
▽
対
象
／

定
員
＝
市
内
在
住
の
小
・
中
学

生
／
20
人
（
先
着
順
）
▽
参
加

費
＝
無
料
▽
申
し
込
み
＝
電
話
で

市
立
博
物
館
へ

□問
市
立
博
物
館
�
７
１
５
９
―

３
４
３
４

吃
音
（
ど
も
り
）
を
考
え
る
つ

ど
い▽

日
程
＝
①
３
月
29
日
�
13
時

30
分
〜
17
時
②
３
月
30
日
�
13
時

30
分
〜
17
時
▽
場
所
＝
①
松
戸
市

民
会
館
②
千
葉
市
中
央
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
▽
対
象
／
定
員
＝

①
②
吃
音
者
、
吃
音
児
を
持
つ
保

護
者
、
吃
音
問
題
に
関
心
の
あ
る

方
／
①
１
５
０
人
②
80
人
※
い
ず

れ
も
先
着
順
▽
内
容
＝
①
「
吃
音

っ
て
な
ん
だ
ろ
う
　
ど
う
す
れ
ば

い
い
ん
だ
ろ
う
」
を
テ
ー
マ
と
し

た
綾
部
泰
雄
さ
ん
（
全
国
言
友
会

連
絡
協
議
会
副
会
長
）
の
講
演
ほ

か
②
「
吃
音
に
関
す
る
基
礎
知
識
」

を
テ
ー
マ
と
し
た
堀
彰
人
さ
ん

（
千
葉
県
特
殊
教
育
セ
ン
タ
ー
研
究

指
導
主
事
）
の
講
演
ほ
か
▽
参
加

費
＝
無
料
▽
申
し
込
み
＝
電
話
で

千
葉
言
友
会
事
務
局
へ

□問
千
葉
言
友
会
事
務
局
（
苅
部
）

�
０
７
０
―

５
３
９
９
―

４
５
４

９
（
夜
間
の
み
）

施
設
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

▽
日
程
＝
４
月
26
日
�
〜
27
日

�
▽
場
所
＝
遊
学
の
里
・
手
賀
の

丘
少
年
自
然
の
家
（
沼
南
町
）
▽

対
象
／
定
員
＝
高
校
生
以
上
の

方
／
40
人
（
先
着
順
）
▽
内
容
＝

手
賀
の
丘
少
年
自
然
の
家
施
設
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
▽
参
加
費
＝
３

５
０
０
円
（
食
材
費
な
ど
）
▽
申

し
込
み
＝
３
月
５
日
か
ら
電
話
で

県
立
手
賀
の
丘
少
年
自
然
の
家
へ

□問
県
立
手
賀
の
丘
少
年
自
然
の

家
�
７
１
９
１
―

１
９
２
３

★
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
作
品
展

▽
日
程
＝
３
月
６
日
�
〜
９
日

�
９
時
〜
16
時
30
分
（
６
日
は
13

時
か
ら
、
９
日
は
14
時
30
分
ま
で
）

▽
場
所
＝
初
石
公
民
館
▽
内
容
＝

水
墨
画
、
手
芸
、
盆
栽
、
陶
芸
な

ど
の
作
品
の
展
示

□問
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
�
７
１

５
２
―

２
３
７
３

第
９
回
３
オ
ン
３
大
会
（
市
青

少
年
相
談
員
連
絡
協
議
会
主
催
）

▽
日
時
＝
３
月
23
日
�
９
時

（
受
け
付
け
）
〜
▽
場
所
＝
北
部
中

学
校
体
育
館
▽
対
象
／
定
員
＝

中
・
高
校
生
チ
ー
ム
（
３
〜
５
人

１
組
、
男
女
別
）
／
20
チ
ー
ム

（
先
着
順
）
▽
参
加
費
＝
無
料
▽
持

ち
物
＝
タ
オ
ル
、
水
筒
、
体
育
館

履
き
※
運
動
し
や
す
い
服
装
で
▽

申
し
込
み
＝
３
月
14
日
ま
で
に
電

話
で
青
少
年
課
へ

□問
青
少
年
課
�
７
１
５
０
―

６

１
０
７

★
臨
時
職
員
（
調
理
員
）
の
募

集
▽
勤
務
内
容
＝
学
校
給
食
に
関

す
る
給
食
業
務
▽
勤
務
時
間
＝
月

〜
金
曜
の
８
時
30
分
〜
16
時
※
学

校
に
よ
っ
て
は
、
勤
務
時
間
の
変

更
あ
り
▽
勤
務
地
＝
市
内
小
・
中

学
校
▽
時
間
給
＝
小
学
校
８
１
０

円
、
中
学
校
８
３
０
円
※
交
通
費

別
途
支
給

□問
学
校
教
育
課
�
７
１
５
０
―

６
１
０
４

★
暮
ら
し
を
守
る
消
防
隊
員

（
臨
時
職
員
）
の
募
集

▽
応
募
資
格
＝
18
歳
以
上
の
健

康
な
方
▽
募
集
人
員
＝
２
人
▽
勤

務
時
間
＝
月
〜
金
曜
の
９
時
〜
17

時
▽
時
間
給
＝
７
７
０
円
▽
そ
の

他
＝
被
服
等
は
貸
与

□問
消
防
総
務
課
�
７
１
５
８
―

０
１
１
９

生
活
ホ
ー
ム
「
い
こ
い
」
の
世

話
人
募
集

▽
勤
務
内
容
＝
知
的
障
害
者
の

生
活
援
助
▽
勤
務
日
＝
月
〜
金
曜

▽
対
象
＝
障
害
者
に
理
解
の
あ
る

60
歳
ぐ
ら
い
ま
で
の
女
性
（
家
事

指
導
の
で
き
る
男
性
も
可
）
▽
勤

務
地
＝
生
活
ホ
ー
ム
「
い
こ
い
」

（
鰭
ケ
崎
１
４
３
８
―
４
）

□問
障
害
者
支
援
課
�
７
１
５
０

―

６
０
８
１

★
流
山
都
市
計
画
生
産
緑
地
地

区
の
関
係
図
書
の
縦
覧

▽
内
容
＝
２
月
28
日
付
け
で
決

定
し
た
流
山
都
市
計
画
生
産
緑
地

地
区
の
関
係
図
書
の
縦
覧
▽
縦
覧

場
所
＝
都
市
計
画
課

□問
都
市
計
画
課
�
７
１
５
０
―

６
０
８
７

★
福
祉
会
館
ま
つ
り

▽
日
時
＝
３
月
12
日
�
10
時
〜

15
時
30
分
▽
場
所
＝
江
戸
川
台
福

祉
会
館
▽
内
容
＝
歌
、
踊
り
な
ど

の
発
表
お
よ
び
作
品
の
展
示
▽
入

場
料
＝
無
料
※
当
日
直
接
会
場
へ

□問
江
戸
川
台
福
祉
会
館
�
７
１

５
４
―

３
０
２
６

★
総
合
運
動
公
園
の
区
画
整
理

工
事
の
お
知
ら
せ

３
月
か
ら
、
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ

レ
ス
沿
線
整
備
区
域
に
含
ま
れ
る

総
合
運
動
公
園
の
区
画
整
理
工
事

が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
公
園
内

の
池
付
近
に
お
い
て
準
備
作
業
が

開
始
さ
れ
、
公
園
の
利
用
が
一
部

で
き
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

□問
公
園
緑
地
課
�
７
１
５
０
―

６
０
９
２
／
千
葉
県
企
業
庁
流
山

建
設
事
務
所
�
７
１
５
０
―

４
５

０
０第

３
回
江
戸
川
左
岸
圏
域
流
域

懇
談
会
の
結
果
公
開

▽
閲
覧
期
間
＝
３
月
14
日

（
土
・
日
曜
を
除
く
）
ま
で
▽
時

間
＝
９
時
〜
17
時
▽
場
所
＝
市
河

川
課
、
県
都
市
河
川
課
（
千
葉
市
）、

東
葛
飾
土
木
事
務
所
（
松
戸
市
）

※
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
を

□問
県
都
市
河
川
課
�
０
４
３
―

２
２
３
―

３
１
５
６

カ
ー
エ
ア
コ
ン
付
き
自
動
車
の

廃
車
に
は
「
自
動
車
フ
ロ
ン
券
」

が
必
要
で
す

平
成
十
四
年
十
月
一
日
よ
り
、

フ
ロ
ン
回
収
破
壊
法
が
施
行
さ
れ
、

カ
ー
エ
ア
コ
ン
付
き
自
動
車
を
廃

棄
処
分
す
る
場
合
は
、「
自
動
車
フ

ロ
ン
券
」
が
必
要
で
す
。
フ
ロ
ン

類
の
確
実
な
回
収
、
破
壊
の
た
め

に
、
自
動
車
オ
ー
ナ
ー
の
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

□問
自
動
車
フ
ロ
ン
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
�
０
３
―

５
５
３
２
―

１
４

６
１特

定
化
学
物
質
取
り
扱
い
事
業

者
の
方
へ

Ｐ
Ｒ
Ｔ
Ｒ
法
（
特
定
化
学
物
質

の
環
境
へ
の
排
出
量
の
把
握
等
及

び
管
理
の
改
善
の
促
進
に
関
す
る

法
律
）
に
基
づ
き
、
特
定
化
学
物

★印のあるものは市主催のものです 

松 　 戸 　 市

柏 　 　 　 市

野 　 田 　 市

鎌 ケ 谷 市

〔流山市美術家協会会員絵画展　３日�～31日�〕
流山市美術家協会会員の日本画作品６点を展示しま
す。
〔四季の花々展　３日�～７日�〕
「春光」をテーマに流山市文化協会華道部の作品を
展示します。
□問生涯学習課�７１５０－６１０６

市民ギャラリー 今月の展示

大
会
・
試
合

講
座
・
講
演

展
　
示

そ
の
他

縦
　
覧

資
格
・
求
人

▽日程＝①３月４日�13時～16時、ＪＡ流

山市流山支店②３月７日�９時30分～13時、

流山運転免許センター▽献血のできる方＝16

歳～69歳の健康な方（ただし、65歳 以上の方

は60歳から64歳までに献血経験がある方）

※献血手帳がある方は持参　

□問保健センター�７１５４－０３３１

献血にご協力を

レクリエーションゲーム
（駒木台児童館、江戸川台・十太夫児
童センター合同行事）

▽期日＝３月26日�13時～16時▽
場所＝駒木台児童館▽対象／定員＝
小学生／各施設20人（先着順）▽持
ち物＝水筒、タオル▽参加費＝無料
▽申し込み＝各児童館・センター
（上表参照）へ

質
を
一
定
量
以
上
取
り
扱
う
事
業

者
は
、
毎
年
度
当
該
物
質
の
環
境

へ
の
排
出
量
な
ど
を
知
事
を
経
由

し
、
国
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
該
当
す
る
事
業
者
は
、

平
成
十
四
年
度
の
実
績
を
四
月
一

日
か
ら
六
月
三
十
日
ま
で
に
届
け

出
て
く
だ
さ
い
。

□問
県
環
境
政
策
課
�
０
４
３
―

２
２
３
―

４
６
６
５

「
内
閣
府
青
年
国
際
交
流
事
業
」

参
加
者
の
募
集

内
閣
府
が
行
う
青
年
国
際
交
流

事
業
は
、
日
本
と
世
界
各
国
の
青

年
の
交
流
を
通
し
、
相
互
理
解
と

友
好
を
深
め
、
広
い
国
際
的
視
野

と
国
際
協
力
の
精
神
を
養
う
機
会

を
提
供
し
て
い
ま
す
。

▽
募
集
内
容
＝
①
航
空
機
に
よ

る
派
遣
（
国
際
交
流
育
成
交
流
、

日
中
・
日
韓
青
年
親
善
交
流
）
②

船
舶
に
よ
る
派
遣
（
世
界
青
年
の

船
、
東
南
ア
ジ
ア
青
年
の
船
）
▽

資
格
／
要
件
＝
18
〜
30
歳
ま
で
の

男
女
／
交
流
活
動
を
円
滑
に
行
え

る
一
般
教
養
・
英
語
力
が
あ
る
方

▽
募
集
期
間
＝
３
月
３
日
�
〜
28

日
�
▽
県
選
考
会
＝
４
月
17
日
�

※
申
し
込
み
な
ど
の
詳
細
は
問
い

合
わ
せ
を

□問
県
県
民
生
活
課
�
０
４
３
―

２
２
３
―

２
３
３
０



（７） 平成15年３月１日（土曜日） 第１０３７号

tttttttttttttttttttttttttttttttttttttttttttttttttttttttttttttttttttttttttttttttttttttttttttttttttttttttt

※
必
ず
住
所
・
氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い

俳句

水
見
壽
男
　
選
　
（
流
山
市
東
深
井
865
‐
111
）

短歌

武
田
静
江
　
選
　
（
流
山
市
松
ケ
丘
４
‐
505
‐
90
）

詩

小
林
稔
　
選
（
流
山
市
前
平
井
88
‐
7
）

落
つ
も
あ
り
時
待
つ
も
あ
り
寒
椿

秋
の
雨
黙
礼
深
き
里
の
人

冬
う
ら
ら
ナ
ー
ス
の
耳
の
片
ピ
ア
ス

冬
ざ
れ
て
人
も
け
も
の
も
無
言
な
る

の
ど
け
し
や
孫
の
欠
伸
に
お
乳
の
香

【
評
】
一
句
目
　
季
題
寒
椿
の
諷
詠
に
絶
妙
の
間
合
い
を
図
り
、
そ
の
落
ち
る
様
子
、
落

ち
か
け
る
間
が
、
句
の
中
に
折
り
込
ま
れ
て
味
わ
い
が
深
い
。
二
句
目
　
秋
雨
と
は
意
外

に
冷
た
さ
を
感
じ
さ
せ
る
も
の
。
そ
ん
な
肌
合
い
を
内
に
、
黙
礼
に
は
心
の
温
み
を
感
じ

さ
せ
る
何
か
が
あ
る
。
三
句
目
　
洒
落
れ
た
一
句
。
ナ
ー
ス
へ
の
観
察
が
確
か
で
日
常
生

活
の
中
の
装
い
振
り
を
描
い
て
い
る
。
片
ピ
ア
ス
が
印
象
。
四
句
目
　
乾
い
た
冬
ざ
れ
の

景
で
あ
る
。
自
然
の
も
の
さ
び
し
に
人
も
獣
も
言
葉
を
失
っ
て
い
る
様
子
が
、
心
を
打

つ
。
詩
的
な
句
の
構
成
で
あ
る
。
五
句
目
　
何
と
も
可
愛
ら
し
い
リ
ア
リ
テ
イ
の
あ
る
句

の
調
べ
。
長
閑
と
い
う
季
題
が
ま
さ
に
万
全
で
、
乳
の
匂
い
と
欠
伸
の
仕
種
に
、
微
苦
笑

が
こ
ぼ
れ
て
や
ま
な
い
。

江
戸
川
台
東
　
船
橋
ま
さ
こ

松
　
ケ
　
丘
　
吉
沢
秀
ひ
ろ

向
　
小
　
金
　
相
川
　
　
豊

向
　
小
　
金
　
関
口
　
條
山

中

野

久

木
　
清
水
　
　
誠

新
雪
に
ス
ト
ッ
ク
を
抱
き
身
を
低
く
ス
ロ
ー
プ
残
し
滑
降
し
た
り

こ
う
の
す
台
　
斎
藤
婦
美
子

幾
重
に
も
重
な
り
渦
巻
く
葉
牡
丹
は
恋
の
予
感
を
秘
め
や
か
に
す
る

美
　
　
　
原
　
森
口
　
　
杏

わ
が
庭
の
か
す
か
な
蕾
に
蝋
梅
は
気
品
高
く
も
春
を
告
げ
を
り

鰭
　
ケ
　
崎
　
斎
藤
　
睦
子

【
評
】
斎
藤
氏
　
茫
漠
と
し
た
雪
原
に
、
触
発
さ
れ
た
発
想
の
起
点
が
、
ス
キ
ー
ヤ
ー
と
し
て

ひ
た
む
き
に
、
実
景
の
把
握
を
か
ら
ま
せ
て
、
五
官
の
充
実
感
、
力
量
感
と
し
て
読
者
に
、
丁

寧
に
伝
達
さ
れ
て
お
り
、
作
者
の
動
き
と
心
が
、
清
ら
か
な
雪
の
暖
か
さ
と
し
て
反
映
さ
れ

た
。
森
口
氏
　
葉
牡
丹
に
仮
託
し
た
人
間
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
で
あ
り
、
具
象
と
心
象
に
何
か
を

投
げ
か
け
て
い
る
、
子
供
が
遊
び
の
天
才
と
す
る
な
ら
、
業
と
恋
の
機
微
を
ふ
ま
え
た
、ま
ろ
や

か
な
女
歌
で
あ
ろ
う
か
。
斎
藤
氏
　
黄
色
で
蝋
細
工
の
よ
う
な
光
沢
の
庭
の
蝋
梅
、
蕾
は
わ
ず

か
で
香
気
な
花
の
開
花
が
待
遠
し
い
、「
気
品
高
く
」
は
作
者
の
感
情
語
又
花
と
春
は
同
義
語

の
為
省
く
。〈
わ
が
庭
の
蝋
梅
の
蕾
ほ
ん
の
り
と
香
を
放
ち
臈
た
け
に
け
り
〉
原
作
に
一
考
を
。

田
園

森
野
　
　
遙

三
階
建
の
高
校
の
前
を
通
り
過
ぎ

自
転
車
を
押
し
て
の
ぼ
る
歩
道
橋
の
う
え

乱
れ
た
息
を
抑
え

立
ち
止
ま
り
深
呼
吸
を
し
た

見
お
ろ
す
と

刈
り
跡
だ
ら
け
の
田
園
に
薄
氷
が
張
っ
て
い
る

清
浄
し
さ
が
胸
い
っ
ぱ
い
に
広
が
っ
て
く
る

青
い
穂
波
を
待
ち
わ
び
る
春
の
息
遣
い

ほ
ん
の
り
甘
い
香
り
を
残
し
て

冷
た
い
風
が
わ
た
し
を
追
い
越
し
た

「
疲
れ
た
ら
　
い
つ
で
も
お
い
で
」

黙
っ
て
い
る
田
な
の
に

語
っ
た
よ
う
だ

わ
た
し
は
勇
気
を
も
ら
い
　
階
段
を
降
り
て

有
料
道
路
を
走
り
急
ぐ
車
を
見
送
っ
た

【評】冬の田園を吹き抜ける風には思わず身をかがめて
しまうが、風を食んで立ち向かえば、私たちの精神は鍛

えられもする。三月の風には春の気配が日増しに感じら

れて、凍りついた心も和んでくる。実に私たちは季節の

めぐりのもとで生きているのである。日々の営みに追わ

れ暮らしている私たちの傍らで、自然は絶えず移り変わ

っていく。作者はそんな自然のささやきを聞いたようで

ある。
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原
稿
は
直
接
選

者
へ
お
送
り
く

だ
さ
い

Vol.10

夢は世界を翔
かけ

るエンターティナー
曽
そ

根
ね

麻
ま

央
お

くん （野々下５丁目在住）

パ
ワ
フ
ル
そ
し
て
軽
や
か
に
心

に
沁
み
る
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
の
響
き
。

こ
の
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
を
自
由
自
在

に
奏
で
る
の
は
、
長
崎
小
学
校
五

年
生
の
曽
根
麻
央
君
で
す
。

麻
央
君
は
、
福
祉
施
設
な
ど
を

中
心
に
演
奏
活
動
を
行
っ
て
い
る

親
子
バ
ン
ド
「
そ
ね
そ
ね
く
ら
ぶ
」

の
ト
ラ
ン
ペ
ッ
タ
ー
で
す
。
九
歳

の
と
き
か
ら
お
父
さ
ん
に
ト
ラ
ン

ペ
ッ
ト
を
教
え
て
も
ら
い
、
今
で

は
有
名
な
ト
ラ
ン
ペ
ッ
タ
ー
の
日

野
皓
正
さ
ん
や
ジ
ャ
ズ
ピ
ア
ニ
ス

ト
の
レ
イ
・
ブ
ラ
イ
ア
ン
ト
と
共

演
す
る
ほ
ど
の
腕
前
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
中
心
の
演
奏
活

動
の
中
で
「
良
か
っ
た
」
と
思
う

こ
と
は
、「
い
ろ
ん
な
人
が
感
激
し

て
く
れ
た
り
、
い
ろ
ん
な
人
と
触

れ
合
う
こ
と
が
で
き
る
こ
と
」。
夢

は
、「
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
だ
け
で
な
く

ピ
ア
ノ
、
作
曲
、
う
た
で
活
躍
で

き
る
エ
ン
タ
ー
テ
ィ
ナ
ー
に
な
る

こ
と
」
と
元
気
に
答
え
、
再
び
ト

ラ
ン
ペ
ッ
ト
の
レ
ッ
ス
ン
を
始
め

る
麻
央
君
の
姿
が
印
象
的
で
し
た
。

休
日
保
育
の
お
知
ら
せ

四
月
一
日
か
ら
開
園
す
る
「
み

や
ぞ
の
保
育
園
」
で
は
、
休
日
・

祝
日
も
乳
幼
児
の
保
育
を
し
ま
す
。

▽
対
象
児
童
＝
市
内
保
育
所

（
園
）
に
入
所
（
園
）
し
て
い
る
乳

幼
児
お
よ
び
そ
の
兄
弟
で
小
学
３

年
生
ま
で
の
児
童
（
事
前
に
登
録

が
必
要
）
▽
保
育
時
間
＝
７
時
〜

22
時
▽
場
所
＝
宮
園
２
―
８
―
15

□問
み
や
ぞ
の
保
育
園
�
７
１
５

９
―

３
９
５
４

春
の
野
草
バ
ン
ザ
イ
！

▽
日
時
＝
４
月
27
日
�
９
時
30

分
〜
14
時
30
分
▽
場
所
＝
遊
学
の

里
・
手
賀
の
丘
少
年
自
然
の
家

（
沼
南
町
）
▽
対
象
／
定
員
＝
小
学

生
以
上
の
子
と
そ
の
親
／
30
人

（
先
着
順
）
▽
内
容
＝
手
賀
の
丘
少

年
自
然
の
家
周
辺
の
植
物
観
察
と

野
草
の
料
理
・
試
食
会
▽
参
加

費
＝
３
０
０
円
（
保
険
代
、
食
材

費
な
ど
）
▽
申
し
込
み
＝
３
月
５

日
か
ら
電
話
で
県
立
手
賀
の
丘
少

年
自
然
の
家
へ

□問
県
立
手
賀
の
丘
少
年
自
然
の

家
�
７
１
９
１
―

１
９
２
３

松
戸
栄
暮
ら
し
の
無
料
相
談

▽
内
容
／
日
程
＝
①
介
護
相

談
／
３
月
３
日
�
・
24
日
�
②
税

務
相
談
／
３
月
４
日
�
・
10
日

�
・
18
日
�
③
年
金
相
談
／
３
月

６
日
�
・
13
日
�
・
27
日
�
④
法

律
相
談
／
３
月
11
日
�
・
25
日
�

⑤
資
産
形
成
／
３
月
５
日
�
・
７

日
�
・
８
日
�
・
12
日
�
・
14
日

�
・
22
日
�
▽
時
間
＝
各
相
談
10

時
〜
15
時
▽
場
所
＝
松
戸
栄
暮
ら

し
の
相
談
セ
ン
タ
ー
（
松
戸
栄
郵

便
局
）
▽
申
し
込
み
＝
電
話
で
松

戸
栄
暮
ら
し
の
相
談
セ
ン
タ
ー
ヘ

□問
松
戸
栄
暮
ら
し
の
相
談
セ
ン

タ
ー
�
０
４
７
―

３
６
０
―

６
６

１
２

県および県警では交通死亡事故防止のため、交通取締りなどの「交通死亡事
故抑止緊急対策」を実施しています□問コミュニティ課�７１５０－６０７６

ホームヘルパー２級講座（通信）受講生募
集（社団法人長寿社会文化協会主催）＝４月
５日～９月６日（全14回）、江戸川大学ほか。
受講料70,000円□問ＮＰＯ法人流山ユー・アイ
ネット�７１５３－４５５２・３９１１
「非行」を考える全国交流集会（｢非行｣を
考える全国交流集会実行委員会主催）＝３月
29日�13時～20時30分、30日�9時15分～16時
30分、さわやかちば県民プラザ。参加費6,000
円□問清水�７１５９－７２２１
女性囲碁学校（入門者教室）＝４月２日�
10時～12時、森の図書館。参加費無料（テキ
スト代自己負担）□問伊藤�７１５２－８８０７
ピヨピヨ親子ショートテニス教室（�吉田
記念テニス研修センター主催、市教委後
援）＝３月31日�10時～12時、13時30分～15
時30分、�吉田記念テニス研修センター。参
加費親子１組500円□問�吉田記念テニス研修セ
ンター�７１３４－３０３０
利根川漫歩シリーズパート６「滑河より佐
原迄16㎞」（利根川歩こう会主催）＝３月16
日�７時10分初石駅前集合（初石駅７時24分
乗車）または滑河駅前９時15分集合。参加費
300円□問戸田�７１５４－２０３０
絵手紙展（絵手紙サークルみのり会主

催）＝３月10日�～16日�９時～16時、流山
郵便局。入場無料□問金子�７１５４－５５７１
ぐるーぷ彩 絵画展＝３月11日�～16日�
10時～17時（11日は13時から、16日は15時ま
で）、さわやかちば県民プラザ。入場無料□問
矢嶋�７１５４－５９４８
映画「折り梅」上映（千葉県高齢者協同組
合主催、市後援）＝３月７日�３回上映（10
時30分～、14時30分～、18時～）柏市民文化
会館。入場料1,200円□問石井�７１５５－０１
８４

健康のために江戸川八十八ケ所を歩きまし
ょう＝３月15日�９時～12時30分、南流山駅
９時出発。参加費10円□問中村�７１５４－１
３６２
県立流山中央高校吹奏楽部第３回定期演奏
会＝３月22日�17時～19時30分、文化会館。
入場無料□問山田�７１５４－３５５１

押し花サークル　ビオラ＝第３火曜13時～
16時、文化会館□問成田�７１５８－１１２０
野菊の会（ペン習字、書道）＝第１・３火
曜９時30分～11時、東部公民館□問古川�７１
４８－１６０５
舞夢流山サークル（社交ダンス）＝毎週火
曜13時～16時30分、南流山センター□問山本�
７１４６－０８５０
ダンスサークル　ルビー（社交ダンス）＝
毎週月曜13時～15時、松ケ丘自治会館□問竹内
�７１４５－５２１８
健康ソシアルダンスの会＝毎週火・土曜10
時～12時、南流山センター□問大橋�７１５
９－６２８８
玉藻書道会＝第１・３水曜13時～15時、南
流山センター□問大津�７１５８－５９４１
水彩画四季＝第２・４水曜９時30分～12時、
森の図書館□問山口�７１５３－６１７０
流山デッサン会＝第１・３土曜13時30分～
17時、流山コミュニティプラザ□問印南�７１
５２－９１８２
シャンソンと童謡の会（江戸川台教室）＝
第１・３月曜10時～12時、江戸川台西自治会
館□問金子�７１５４－５８９７
阿波踊り「惣の風連」鳴物部＝第２・４火
曜19時30分～20時30分、主に初石公民館□問中
村�７１５４－１３６２
はづき会（書道）＝毎週金曜９時～12時30
分、主に十太夫福祉会館□問梶山�７１５３－
４３２４
向小金ファイナルズ（ソフトボール）＝毎
週日曜10時～12時、向小金小学校□問小林�７
１７４－３５８０
流山ＦＤ水曜会（フォークダンス）＝毎週
水曜13時15分～15時15分、北部公民館□問和田
�７１５３－２５２８
流山ダンス同好会（社交ダンス）＝毎週水
曜13時～17時、文化会館□問早川�７１５８－
２０１１
気功と太極拳同好会＝毎週金曜10時30分～
12時、主に向小金福祉会館□問彭（ほう）�７
１４７－６６１０

イ　ベ　ン　ト

サ　ー　ク　ル

▽日時＝①３月７日�10時30分～11時30分②３月14日�10時30分
～11時30分▽場所＝文化会館▽テーマ＝①新聞紙であそぼう!②大型
絵本を楽しみましょ！▽定員＝いずれも親子25組（先着順）▽参加
費＝無料▽申し込み＝電話で文化会館へ

親子で遊びに来ませんか。グループ「ひだまり」が待ってます。
▽日時＝３月４日・18日の火曜10時～11時30分▽場所＝文化会館
▽内容＝保育ボランティアグループ「ひだまり」のメンバーとのお
しゃべり▽参加費＝無料▽申し込み＝当日直接会場へ
□問文化会館�７１５８－３４６２

乳幼児期の子どもを持つ方の出会いと交流の場

ひだまりルーム

子育てサロン

春一番特別企画セール＆ショップラリー春一番特別企画セール＆ショップラリー 春一番特別企画セール＆ショップラリー 
スタンプを集めて買い物券を当てよう  

最高で30万円の買い物券 
　流山市商工会では、日ごろのご愛顧に感謝し、３月中、市内一斉に「春一番
特別企画セール＆ショップラリー」を実施します。 

○セール 
　２月27日の新聞に折り込んであるクーポン券を指定のお店にお持ちください。
商品の割り引きのほか、いろいろなサービスがあります。賢く使って得しまし
ょう。 
○ショップラリー 
　ポスターの張ってあるイベント参加加盟店（209店）で、ショップラリーカー
ドをもらって、イベントに参加しよう！最高30万円のお買物券が当たるよ！ 
応募方法 
 
 
応募期限 
抽 選 日  
 
 
抽選で当たる買い物券 

イベント参加加盟店で、500円以上の買い物をすると、ショップラ
リーカードにスタンプを押してもらえます。５つのお店で別々の
スタンプを集めて、イベント参加加盟店に応募してください。 
３月31日�まで 
４月10日�流山市商工会館で抽選 
※抽選結果は、当選の方に通知します。抽選会は公開で行いますが、
傍聴人数に限りがありますので、事前に問い合わせください 
 
特等30万円（１本）、１等10万円（５本）、２等５万円（10本）、３
等１万円、４等５千円、特別賞（賞品はお楽しみに）　 

１ 
 
 
２ 
３ 
 
 
４ 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
　問い合わせ　流山市商工会�７１５８－６１１１ 

！ 
 

市民伝言板
このコーナーに掲載を希望する方は秘書広報課、
各公民館、南流山センター、森の図書館、各福祉
会館、市民総合体育館にある掲載申込書に必要事
項を記入のうえ、掲載希望号の１カ月前（イベン
ト掲載希望者のみ）までに秘書広報課に提出を。
なお、掲載する内容はイベント名・サークル名、
開催日時・場所、問い合わせ先です。また、内容
の確認は当事者間でするようにお願いします。
□問秘書広報課�７１５０－６０６３



※料金（税込み、1泊３食） 

特 典 １　相馬特選おみやげ付き　 
特 典 ２　夕食時ビール１本またはジュース２本付き 

東北お花見ツアー 
～バスで行く相馬ユートピア～ 

市  

外 

市  

民 

60歳以上 

60歳未満 

 中学生以下 

17,500円 

18,000円 

16,500円 

大　人 

中学生以下 

19,000円 

17,000円 

日　　　程 
コ　ー　ス 
 
 
 
 
 
 
定　　　員 
 
 
 
申 込 締 切 
企　　　画 
後　　　援 
主　　　催 
 

平成15年4月19日�～20日��
【１日目】文化会館（7:00）－東部公民館（7:20）－南
流山センター（7:40）－江戸川台駅西口千葉銀行前
（8:00）－流山IC―三春滝（桜見学）－アサヒビール
園（昼食）－中村神社（桜見学）―松川浦―相馬ユ
ートピア（泊） 
【2日目】相馬ユ－トピア－夜ノ森公園（桜見学）―小
名浜・ららミュー（買い物・自由昼食）―流山ＩＣ 
45人（最少催行人員30人） 
※３人以上のご家族・グループの場合は、１室ご利用で
きます。 ただし、申し込み状況により変更になる場合あ
り。２人１室を希望の方は相談を  
４月４日�定員になり次第締め切り 
�流山相馬ふるさと振興公社 
流山市 
東急観光（国土交通大臣登録旅行業第38号） 

申 し 込 み  
問い合わせ  

電話で東急観光柏支店へ�７１６３－１６３１ 
コミュニティ課�７１５０－６０７６ 

平成15年３月１日（土曜日） （８）第１０３７号

「広報ながれやま」は 
古紙配合率100％再生紙を 
使用しています 

流山市役所 
秘書広報課 
�7150-6063

〒270-0192

地域の話題を 
おしえてください 

日本の主食「ごはん」を見直してもらおうと、
2月20日に太巻き寿司教室が市内3会場で開か
れました。流山市農家生活研究会のメンバーを
講師に迎え、会場の東部公民館を訪れた参加者
は、市内産の米、にんじんのほか、卵や野沢菜
などの色鮮やかな具を使い、「バラの花」や
「けしの花」の見事な太巻き寿司を作り上げま
した。試食では「きれいにおいしくできた」
「前から作ってみたかったのできょうは楽しか
った」「今度はいつやるの」という声が飛び交
いました。講師から振る舞われたみそ汁や自家
製の漬物も大好評で、笑顔あふれる和やかな講
習会となりました。
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式
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い
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、
通
路
内
に
設
け
ら
れ
た
掲

示
板
な
ど
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ま
し
た
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― 八木北小学校 ― 
第 11 回  

色 鮮 や か な 花 模 様
太巻き寿司作りにチャレンジ！
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「自分たちのまちは、自分たちで守
ろう」を合言葉に、夜間パトロールを
実施しているボランティアグループ
「ピースライトハウス」。このグループ
は、平成12年に30歳代の15人が集
まり、地域で何ができるかを考え、地
域の安全を守るため、南流山から東葛
病院までの間を夜間パトロールするこ
とからスタートしました。現在2班体
制で28人が活動中で、南流山派出所
のお巡りさんと協議し、重点地区を決
めてパトロールをしています。「ピー
スライトハウス」の文字が入った黄色
いジャンパー姿を見かけたら、声を掛
けてください。

豊 四 季 駅 に

安 全 で 便 利 な

自 由 通 路 が 完 成

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

「
ピ
ー
ス
ラ
イ
ト
ハ
ウ
ス
」

夜
間
パ
ト
ロ
ー
ル
で
ま
ち
安
心

日本語講師を募集
あなたの経験を
生かしてみませんか

流山市国際交流協会


